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宇宙物質優勢の謎を解く鍵であるニュートリノのマヨラナ性を検証する為に、二重ベータ崩壊

の研究が盛んに行われている。二重ベータ崩壊の観測において 48Caを用いる方法が最も有望だと

されている。しかしながら、48Ca の天然の存在比は 0.19%と低いために、同位体濃縮が強く望ま

れる。そこで我々はレーザーの輻射圧を利用した 48Ca 同位体濃縮方法(1)の開発を進めている。こ

のレーザー濃縮法を実現するため、狭線幅・CW 高出力青紫色レーザーシステムを開発すること

が本研究の目的である。 

48Ca の吸収スペクトルに同調させるための狭線幅、波長可変性、ならびに出力の拡張性を有す

るレーザーシステムとして、注入同期された多ビーム半導体レーザーアレイが有望だと考えられ

る(2)。今回、注入同期による 423nmファブリペロー半導体レーザーの狭帯域化の基礎実験を行い、

波長安定性等を評価した。その実験結果に基づき、多ビーム化における課題について議論する。 

 

Fig. 1  Conceptual diagram of injection-locked blue-violet semiconductor laser array. 
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